研究会プログラム
11月10日（木）

11:00 －　　　　受付開始

11:30 － 12:30　腸管出血性大腸菌感染症研究会運営委員会(運営委員のみ参加)
12:45 －　　　　開会挨拶

一般演題　Ⅰ　12:50 － 13:20　
【座長　緒方喜久代　大分県薬剤師会検査センター】
１．2015-2016年におけるEHEC広域PFGE型の発生動向

　　○石原朋子，伊豫田淳，泉谷秀昌，李謙一，大西真

　　国立感染症研究所

２．腸管出血性大腸菌O121分子疫学解析へのMLVA法の応用検討

　　○野田万希子，門倉由紀子，亀山芳彦，小林香夫

　　岐阜県保健環境研究所・保健科学部
３．パスタチェーン店が原因と疑われた腸管出血性大腸菌O157食中毒事例

　　○石岡大成, 古田裕明, 川崎大輔, 渡邉佳奈, 長谷川恵美，宇野森人, 堀口典子

　　高崎市保健所

一般演題　Ⅱ　13:20 － 13:50

【座長　楠本　正博　農研機構　動物衛生研究部門】

４．野生シカから高頻度に分離されるEHEC O146の特徴

　　〇井口純1)，阪元瑠果1)，秋吉充子1)，三澤尚明2)
　　1)宮崎大学・農学部・畜産草地科学科，2)獣医学科
５．食塩ストレスを被ったEscherichia coli O157のReal-time PCR法による損傷回復能

モニタリング

　　○細谷幸恵1)，齋藤美枝1)，小関成樹2)，稲津康弘1)，川崎晋1)
1)農研機構　食品研究部門，2)北海道大学大学院　農学研究院
６．大腸菌のべん毛抗原型（H型）を判定するPCR法の開発

　　〇番上将也1)，井口純1)，伊豫田淳2)，勢戸和子3)
1)宮崎大・農・畜産草地，2)国立感染研・細菌第一，3)大阪府公衛研・細菌
一般演題　Ⅲ　13:50 －14:20
【座長　小椋義俊　九州大学大学院】

７．EHECマウス腸管感染モデルの構築とその解析

　　◯芦田浩，笹川千尋

　　千葉大学真菌医学研究センター　細菌感染免疫プロジェクト

８．志賀毒素耐性THP-1細胞の単離と解析

　　○服部隆行1)，高橋美帆2)，西川喜代孝2)，内藤幹彦1)
　　1)国立衛研・遺伝子医薬，2)同志社大・生命医科・分子生命科
９．X線結晶構造解析によるペプチド性Stx阻害薬の新たな阻害機構の解明

　　玉田真一1)，高橋美帆1)，千田美紀2)，奥田明子3)，宮澤淳夫4)，千田俊哉2)，
◯西川喜代孝1)
1)同志社大生命医科学研究科，2)高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所，
3)名古屋大学大学院創薬科学研究科，4)兵庫県立大学大学院生命理学研究科

一般演題　Ⅳ　14:20 － 15:10
【座長　山﨑伸二　大阪府立大学大学院】
10．19年後に高血圧から視床出血をきたし死亡したEHEC感染後溶血性尿毒症症候群の

女児例
○川村尚久1), 山崎哲司1)，岡本直之1)，宮崎敬士1)，吉川聡介1)，習田龍2)，　　　　　　　石原正浩3)
1)大阪労災病院小児科　2)同循環器内科　3)同脳神経外科
11．比較ゲノム解析手法に基づいた集団食中毒事例で検出されたⅡ型制限修飾酵素をも

つStx2ファージの特徴

○綿引正則1)，木全恵子1)，磯部順子1)，李謙一2)，伊豫田淳2)，大西真2)
1)富山県衛生研究所細菌部，2)国立感染症研究所細菌第一部
12．ユッケ食中毒事例の厚生センター（保健所）における細菌検査について
　　○藤崎啓子1)，井波惠子2)，上野美穂3)，垣内孝子4)
1)富山県砺波厚生センター，2)富山県和田川水道管理所，3)富山県衛生研究所

4)富山県中部厚生センター
13．国内EHEC集団食中毒事件患者の糞便中志賀毒素の定量的解析
　　○山崎栄樹1), 綿引正則2), 磯部順子2), 佐多徹太郎2), 倉園久生1)
　　1)帯広畜産大学・畜産衛生学研究部門, 2)富山県衛生研究所・細菌部

14．メーリングリストを利用した集団感染時における緊急医療情報管理システムの考察
　　○種市尋宙　堀江貞志　野村恵子　足立雄一

　　富山大学小児科

休　憩　　15:10 － 15:15　　　

シンポジウム  15：15 － 17:05　
【座長　大西　真　国立感染症研究所　　磯部順子　富山県衛生研究所】
S1　‐‐1996年堺市学童集団STEC O157集団感染禍から20年 -

　　　患者のフォローアップ状況と後遺症

川村尚久　　　大阪労災病院小児科
S2　腸管出血性大腸菌感染症の現況と分離菌株の解析
　　　伊豫田　淳　　国立感染症研究所

S3　EHECに関する食品の衛生管理基準の変遷について
寺嶋　淳　　　国立医薬品食品衛生研究所
S4　EHEC/O111食中毒発生事例の行政対応について
　　　堂高一彦　　　富山県厚生部生活衛生課

S5  Non-O157 STECの検査法 —大阪府公衛研の経験を中心に—
　　　勢戸和子　　　大阪府立公衆衛生研究所

17:05 － 17:15　 休憩
特別講演　17:15　－　18:15
【座長　林　哲也　九州大学大学院】
「EHEC感染症とHUS；小児における病態の特徴」
谷内江　昭宏　先生

金沢大学　医薬保健研究域医学系
小児科　主任教授

情報交換会　　18:30～　　（会場：カナルパークホテル）
11月11日（金）

一般演題　Ⅴ　9:10 － 9:50
【座長　村上光一　先生　国立感染症研究所】
15．2016年に沖縄県で発生したEscherichia albertiiを原因とする集団食中毒事例に
ついて
　　○髙良武俊1), 仲間絵理1), 喜屋武向子1), 柿田徹也1), 久場由真仁1), 加藤峰史1), 
天久朝信2), 伊元信治2), 仲宗根猛智2), 稲葉千恵2), 上原えりな2), 上間信平2), 
山田和弘3), 久高潤1) 
1)沖縄県衛生環境研究所，2)沖縄県北部保健所，3)愛知県衛生研究所
16．鹿児島県における下痢症患児分離株からのEscherichia albertiiの同定およびその特徴
〇大岡唯祐1)，藺牟田直子1)，郡山豊泰2)，古城剛2)，宮之原弘晃2)，吉家清貴1)　
西順一郎1)
1) 鹿児島大・医歯学・微生物, 2) 鹿児島大学病院・検査部

17．stx2f 陽性のEscherichia albertii 感染が確認されたHUS症例

　　○伊豫田淳1), 漆原康子2), 石嶋希1), 李謙一1), 井口純3），齊藤剛仁4）, 
石原朋子1), 櫻井淑男2), 大西真1)
　　1)感染研・細菌Ⅰ, 2)埼玉医大総医セ・小児科, 3)宮崎大・農, 4)感染研・疫学セ
18．Stx2f産生Escherichia albertiiのマウスに対する病原性評価

　　○日根野谷淳1)，下村義雄2），安田憲朋1），八柳　潤3)，山﨑伸二1）
　　1)大阪府大院・生命環境，2)大阪府大・生命環境，3)秋田県横手保健所
一般演題　Ⅵ　9:50 － 10：20
【座長　八柳潤　先生　　秋田県横手保健所】
19．福岡市における腸管出血性大腸菌（O157等）の薬剤耐性の推移

　　○岩佐奈津美，本田己喜子

　　福岡市保健環境研究所

20．腸管出血性大腸菌（EHEC）の薬剤耐性動向

　　〇田口真澄，河原隆二，原田哲也，勢戸和子

　　大阪府立公衆衛生研究所

21．2007～2015年に石川県で分離された腸管出血性大腸菌O157，O26，O111の薬剤耐性状況

　　○北川恵美子，小坂恵，木村恵梨子，谷村睦美，崎田敏晴

　　石川県保健環境センター

一般演題　Ⅶ　10:20 － 10:50

【座長　西川　喜代孝先生　　同志社大学】

22．小児の散発例における腸管出血性大腸菌non-O157感染症のリスクに関する検討

　　○高原理1,2)，八幡裕一郎1)，砂川富正1)，杉下由行3)，濱田（佐藤）奈保子2)，松井珠乃1)，大石和徳1)，岡部信彦4)，Enterohemorrhagic E. coli Investigation Team
　　1)国立感染症研究所，2)東京海洋大学大学院，3)東京都福祉保健局，4)川崎市健康安全研究所
23．腸管出血性大腸菌O157のsubclade 8a及び8bにおけるStx2産生の誘導性の比較

　　○平井晋一郎，横山栄二

　　千葉県衛生研究所

24．次世代シークエンサーによる全ゲノム解析を用いた腸管出血性大腸菌O157の分子疫

学的解析

　　○横山栄二1)，平井晋一郎1)，石毛太一郎2)，村上覚史3)
　  1)千葉県衛研，2)東農大ゲノムセンター，3)東農大家畜衛生

一般演題　Ⅷ　10:50 － 11:20

【座長　綿引　正則　富山県衛生研究所】

25．腸管出血性大腸菌O111における全ゲノム型別と疫学情報との関連性

    ○李 謙一1)，木全恵子2)，綿引正則2)，関塚剛史3)，石原朋子1)，伊豫田淳1)，
　　黒田誠3)，大西真1)，EHECワーキンググループ4)
    1)国立感染症研究所 細菌第一部，2)富山県衛生研究所　細菌部，国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究センター，4)地方衛生研究所等
26．腸管出血性大腸菌O145のゲノム多様性の解析

　　○中村佳司1)，村瀬一典2)，西田留梨子1, 3)，伊藤武彦4)，Mainil Jacques5)，吉野修司6)，磯部順子7)，勢戸和子8)，江藤良樹9)，富永潔10)，緒方喜久代11)，斉藤志保子12)，八柳潤12)，黒木真理子6)，木全恵子7)，前田詠里子9)，亀山光博10)，成松浩志11)，矢端順子10)，伊豫田淳13)，大西真13)，大岡唯祐14)，後藤恭宏1)，小椋義俊1)，林哲也1)
　　1)九大院・医・細菌, 2)京大・医・微生物感染症, 3)九大院・医・病態修復, 4)東工大院・生命理工，5)リエージュ大・獣医・細菌，6)宮崎県衛環研・微生物，7)富山県衛研・細菌，8)大阪府公衛研・感染症，9)福岡県保環研・保健科学，10)山口県環保センター・保健科学，11)大分県衛環研・微生物，12)秋田県健康環境センター・細菌，13)感染研・細菌第一，14)鹿児島大・医歯学・微生物学

27．大規模比較ゲノム解析による腸管出血性大腸菌出現プロセスの解明

　　○中島遥子1),2)，桐野有美3)，宇野浩一4)，佐藤寿夫4)，佐藤光彦1)，西田留梨子1),2)，吉野修司5)，大岡唯祐6)，後藤恭宏1)，谷沢靖洋9)，中村 保一9)，井口純7)，              石原朋子8)，大西真8)，林哲也1)，小椋義俊1)
　　1)九大院・医・細菌，2)九大院・医・病態修復，3)宮大・人獣，4)日本微研，5)宮崎衛環研・微生物，6)鹿大院・医・感染，7)宮大・畜産草地，8)感染研・細菌第一，9)遺伝研・大量遺伝情報

第20回記念講演　11:20 － 11:50

【座長　寺嶋　淳　国立医薬品食品衛生研究所】
「地研だからこそ発信できるEHEC研究は？」
東京医科大学微生物学分野（前東京都健康安全研究センター）
甲斐　明美　先生

11:50 － 12:00　　奨励賞表彰式および運営委員会からの報告

　　  次期　開催世話人挨拶　鹿児島大学

　　　　　　　　  閉会挨拶
